
北海道IoT・データ活⽤推進事業
IoTによる飲⾷業、⾷品製造業等と市⺠

との情報マッチング事業
報 告 書

札商飲⾷業等情報マッチング事業運営委員会
事務局
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◆概要

• 背景 新型コロナにより飲⾷店は営業休⽌、時短等の対応が求められ、営業継続と売上確保の
ためにキッチンカーで飲⾷物提供をするケースが増えた。しかし、⾃店SNS等で営業情報
を発信する事で精いっぱい、との意⾒があった。

同時に、飲⾷物を購⼊する市⺠は、個別店を検索しなければ、い
つ・どこで買えるのか？が分からず、近くでどの様な店が営業して
いるか？を調べる⽅法が無かった。

加えて新型コロナ拡⼤防⽌の観点から、⼀箇所に過度な⼈数が集
まらないマイクロツーリズム型の観光が求められる状況にあった。

以上から札商は事業運営委員会を設置し、両者をつなぐシステム
開発する事になった。

・⽬的 各店が「いつ・どこで・何を売るか」の営業情報を取り纏めて情報発信する事で「広く
情報をＰＲ」し、⾃店の顧客以外にも情報を伝え、新たな顧客開拓を⽀援するためのツー
ルとして利⽤して頂くことを⽬的に開発する。

営業休⽌
時短営業

⾃店店頭
での

情報発信

2



◆実施結果
・名称・URL ここキチｰDo（https://foodt.jp ※市⺠閲覧ページ）

※店舗の「いつ・どこで・何を売るか？」を⼀覧化したページを公開し、これを市⺠が
閲覧・訪問・購⼊する事で店舗の売上確保を⽀援。及びマイクロツーリズムを推進。
令和3年10⽉より公開。

・主 催 札商飲⾷業等情報マッチング事業運営委員会
構成：（⼀社）北海道情報システム産業協会（HISA）、札幌都⼼共通駐⾞券事業運営委員会、
㈱北海道バイオインダストリー、㈲スパイス・ゴーゴー、札幌市、（⼀社）北海道商⼯会議所連合会、
札幌商⼯会議所、（システム開発：㈱メディア・マジック）

・利 ⽤ 料 店舗・市⺠ともに無料

・⽬標と実績（令和４年2⽉２０⽇現在）
閲 覧）市⺠閲覧 ⽬標：100,000アクセス 実績：45,518アクセス
店 舗）掲載 ⽬標：100店舗 実績：37店舗
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◆実施結果

• システム システムは㈱メディア・マジックにより開発した。構成概要は以下の通り。
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◆実施結果

・市⺠閲覧ページ「マップページ」
⼀般閲覧者はPCやタブレット、スマホで閲覧することが出来る

店舗は
7−9⾴の通り
⼊⼒すると、
地図上に表⽰
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◆実施結果

• 市⺠閲覧ページ「店舗ページ」の個別店舗情報
スライド5 下部に表⽰の店舗ボタンを押すと表⽰される

メニューの表⽰

◎⽉◎⽇の
営業場所情報
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◆実施結果

• 店舗⼊⼒ページ①
店舗の基本情報を⼊⼒
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◆実施結果

• 店舗⼊⼒ページ②
提供するメニューを⼊⼒
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◆実施結果

• 店舗⼊⼒ページ③
出店⽇時と場所を⼊⼒
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◆蓄積データ例

10

サイト運営に伴い様々なデータが蓄積している

以下省略 テレビ、新聞等の報道にあわせてアクセス数は変動する

• アクセス数

テレビ、新聞等の報道にあわせてアクセス数は変動する



◆蓄積データ例
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• 新規ユーザー数（上）
（下はアクセス数（前⾴から再掲））

開設したばかりであることから
その殆どは新規ユーザー。



◆蓄積データ例

12

• 利⽤者の属性

省 略

江別

恵庭

千歳

苫⼩牧

帯広
旭川

⽯狩

岩⾒沢

函館

⼩樽



◆蓄積データ例
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• 利⽤者の属性

⼥性の⽅が
「おいしいモノ」を探している??? スマホからのアクセスが圧倒的



◆蓄積データ例
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• その他蓄積データ（例）

店舗の営業⽇時・場所データ



◆実施結果

• 店舗営業の様⼦
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◆分析

• 新聞やテレビのほか、
Google広告に対する
反応が⼤きい
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◆分析

• 男⼥別には⼥性の
閲覧が若⼲多く、
25-54歳の利⽤率が
⾼かった。
また、Web広告の
掲載地域を札幌と
したため、札幌と
テレビや新聞の
閲覧者が属する
北海道内からの
アクセスが多かった。
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◆意見

・⼊⼒の⼿間
店舗運営者は精算、⽚付け、⾷材発注、仕込、場所探し、⾞両整備等で繁忙。このことは事前に

把握し、店舗側⼊⼒項⽬はできる限り簡素化したが「それでも⼊⼒が⼿間だ」との意⾒があった。
⼀⽅、⾃店SNSフォロワーが増えず、こうしたサイトでの情報発信はありがたい、との感想も。

・お客が先か？店舗情報充実が先か？
「閲覧者が多い」から「個店の来客につながる」のか？「登録店の多さ」が閲覧の楽しみになり

「個店の来店につながる」のか？という「鶏が先？卵か先？」のような感想が店舗側から聞かれた。
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◆意見

・緊急事態宣⾔、まん延防⽌等重点措置との関係
飲⾷店等の経営の厳しさから、緊急事態宣⾔等の規制下でこそ当システムのような情報提供は

推進されるべき、との意⾒があった。各店は中⼼部や郊外に分散して営業し、⼈流は分散化され
ており各店の買物⾏列が感染拡⼤を⼼配するほどにはなっていない、との意⾒があった。

なお、令和3年10⽉14⽇まで緊急事態宣⾔期間であったため、気候が良い時期と秋の味覚シー
ズンを逃がし、⽬標値クリアについて苦戦した。
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◆課題

・札幌市データ取引所「スマートデータシティサッポロ」との連携、ほか⾏政課題との連携
マイクロツーリズム推進、個店の販路拡⼤は当初の⽬的。その他、⾏政の地域課題との連動は？
→災害時等に例えば「⾷事提供」の他「避難所」「救急病院」「充電基地」「給油」等の

情報提供でサイトの有効性が増す
→緊急事態、まん防期間中も三密が⽣じていない営業をした実績を可視化できないか？
→駐⾞場等の営業場所のDB化し公開する事で場所探しの⼿間を軽減できる。キッチンカーに

やさしい街づくりにつながる？
→当事業データの公開は個店の場所選定ノウハウに影響する恐れ

・対象地域の拡⼤
→問題無し。当初、⽯狩振興局管内を対象として開始したがこれに関する問題は無い。
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◆課題

・新しい展開
→デリバリー業者との連携：キッチンカーを起点とした配達で販路拡⼤の可能性があるのでは？

また、その他の展開は？

・⾃⾛化に向けて
→キッチンカーの経営基盤強化を⽬的としたため閲覧・店舗登録の費⽤はは無料。今後どのように

運営費を確保し、⾃⾛するか？

・繁閑差
→キッチンカーの営業は売上減少から冬季間は休む・営業回数を減らす傾向が強い。⼀定売上を

確保するためには？
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◆今後予定

・活⽤促進
店舗側）札幌以外での活⽤について北海道商⼯会議所連合会 等を通じて登録を促す
市⺠側）道内の地域雑誌等に広告掲載し市⺠利⽤を促す。ほか、TV・ラジオでのPR要請

・店舗⽀援
キッチンカーが出店できるお祭りやフェス等の情報を集約し店舗側に発信する事で効率的な「営

業場所探し」を⽀援する

・システムのバージョンアップ
店舗側の登録増加状況を⾒ながら営業場所を貸し出す「駐⾞場」等の情報を集約し、⼀覧性持っ

て公開できるよう改修する
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◆報道、広報
・報道

11⽉22⽇ 北海道建設新聞
11⽉23⽇ 北海道新聞
11⽉24⽇ 札幌市広報部Twitter
11⽉25⽇ STVラジオ「吉川のりおスーパーライブ」
12⽉10⽇ 札幌商⼯会議所広報誌 今⽇ドキッ
12⽉17⽇ 北海道新聞折込み「さっぽろトーク」

2⽉17⽇ HBCテレビ「今⽇ドキッ」
・広報

10⽉19⽇ Instagram開始
11⽉26⽇ Twitter開始
12⽉01⽇ Google広告開始

1⽉23⽇ Twitter広告開始 北海道新聞 23



◆報道、広報
・広報
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◆ここキチｰDo

• 市⺠閲覧ページ 店舗登録ページ

• Twitter Instaglam

• 札幌商⼯会議所 国際交流・観光課
TEL 011-231-1330
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